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本校は自然豊かな環境の中にあり、児童生徒はゆったりと落ち着いた学校生活を

送っている。 

本年度は、まず、学びたいと思う意欲や学ぶことは楽しいという気持ち、学ぶこ

とは自分のためになるという実感などを「学びに向かう力」と位置づけ、その育成

のために必要な具体的な手立てを研究していきたい。さらに、児童生徒一人一人の

理解度を把握し、個に応じた指導法を工夫することによって基礎・基本を定着させ

るとともに、すべての学びの基礎となる「自分の考えを伝えようとする意欲」や「自

分の考えを伝える力」を育てる取組から学力向上につなげていきたい。 

加えて、教育相談やケース会議などを定期的に開き、一人一人のことをよく知り、

その内容を全職員で共有しながら、児童生徒個々の育ちを支援すること、また、児

童生徒が自分の思いを安心して伝えられるようにするための教師の関わり、環境設

定、学級経営のあり方を研究することを通して、学びや生活の基盤を確立する取組

も行いたい。 
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１ 学習指導の充実 

(1) 学びに向かう力を育成するための授業内容や指導法の研究（教務・研究部会） 

(2) 学習内容や個々の児童生徒の学習ニーズに応じた指導法の研究（教務・研究部会） 

(3) 基礎・基本の定着のための指導法の工夫（教務・研究部会）  

(4) 自分の考えを伝える力の育成（教務・研究部会） 

２ 教育相談・特別支援の充実 

(1) SC、SSW との連携による教育相談活動の推進（教育相談部会） 

(2) 個々の児童生徒の発達に応じた支援の充実（教育相談部会） 

３ 自分たちで考えて活動する機会の充実 

(1) 児童生徒が自分たちで考えて活動する機会をつくるための特別活動や学校行事

などの推進（教育相談部会） 

(2) 児童生徒が自ら課題を見つけ、考えていく総合的な学習の時間の推進 

（教育相談部会） 

４ 道徳教育の充実 

(1) 自分の意見や考えを伝える力を育成する道徳の授業の実践（現職教育） 

(2) 道徳教育の充実に向けた校内研修の推進（現職教育） 

 



校 長 

現職教育 

教育相談部会 

＜学びの基礎プロジェクトチーム＞ 

教務・研究部会 

＜学力向上プロジェクトチーム＞ 

○教育課程・行事の見直し 

○学習指導の充実 

○校内研修の充実 
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○教務・研究部会では年間の研究計画を立案し、全職員の共通理解を図り、学びに向

かう力を育成するための指導法や自分の考えを伝える力を育成するための指導法の

研究の推進に努める。さらに町標準学力検査や県学習到達度調査の結果を参考に、

普段の授業での様子を通して学習課題を明確にし、指導法の工夫・改善を図る。 

また、中間期検証を行うことで取組の効果を確認し、よりよい実践に向けて研究を

進めていく。 

校内研修の一環として全教員が「学びに向かう力の育成」を共通のテーマとした公

開授業を行い、また、授業を参観することで指導力を高めていく。 

〇教育相談部会では、教育相談やケース会議などを通して、一人一人のことをよく知

り、その児童生徒の発達をどう支援していけばいいかを考えたり、自分の思いを安

心して伝えられるようになるための関わり方を考えていく。また、児童生徒が自分

たちで考えて活動する機会をつくるための特別活動や学校行事などを考えていく。 

総合的な学習の時間では、自ら課題を見つけ、考えていくことで、学びに向かう力

を育成につなげていく。 

〇現職教育では、自分の意見や考えを伝える力を育成する道徳の授業の実践交流や道

徳教育の充実に向けた校内研修を推進していく。 

 


